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主
な
質
疑

こ
の
補
助
金
は
本
年
限

り
な
の
か
。

今
年
度
限
り
で
実
施
し

た
い
。
今
後
に
お
い
て
は
、

こ
う
い
っ
た
米
価
の
低
下
状
況
が

続
く
と
見
込
め
る
の
で
、
そ
の
対

応
が
可
能
だ
と
考
え
る
。

農
業
政
策
が
ど
う
こ
う

で
は
な
く
、
赤
字
補
て
ん

と
い
う
よ
う
な
意
味
合
い
に
思
え

る
が
、
ど
う
な
の
か
。

Ｊ
Ａ
と
市
に
お
い
て
、

農
家
の
皆
さ
ん
を
支
援
し

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
が
基
本
で
、

市
と
し
て
は
Ｊ
Ａ
が
行
う
支
援
策

に
補
助
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
趣

旨
で
あ
る
。米

価
の
問
題
は
、
抜
本

的
な
対
策
が
必
要
だ
と
思

う
が
、
本
市
の
経
済
の
状
況
か
ら

い
え
ば
、
１
億
２
、
７
０
０
万
円

も
出
す
な
ら
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
発
行
の
方
が
よ
り
経
済
効
果

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル

事
業
実
施
に
よ
り
、
米
価

が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
大
変
な
憤

り
を
感
じ
て
い
る
。
天
候
も
影
響

し
て
、
品
質
も
低
下
す
る
と
い
う

悪
条
件
が
重
な
っ
た
中
で
、
緊
急

的
な
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
所
得

の
補
償
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
米
価

に
対
し
て
一
石
を
投
じ
る
と
い
う

思
い
も
あ
っ
た
。
抜
本
的
な
対
策

は
一
地
方
自
治
体
で
で
き
る
問
題

で
は
な
い
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

に
つ
い
て
は
、
別
の
方
策
で
考
え

て
み
た
い
。米

穀
取
り
扱
い
業
者
へ

出
荷
さ
れ
る
方
に
対
し
て

の
措
置
は
ど
う
す
る
の
か
。
税
を

財
源
と
す
る
行
政
と
し
て
、
公
平

感
を
保
つ
た
め
に
、
市
の
負
担
と

い
う
の
は
同
じ
で
あ
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

多
く
の
議
員
か
ら
公
金

の
使
い
方
の
指
摘
を
受
け

た
の
で
、
一
部
内
容
に
つ
い
て
は

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
、
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

原
案
に
反
対
の
討
論

○
林

高
正
議
員

今
回
、
私
は
一
貫
し
て
税

の
公
平
性
と
い
う
こ
と
で
考

え
て
き
た
。
今
回
出
さ
れ
た

議
案
を
考
え
る
と
、
納
税
者

の
理
解
が
な
か
な
か
得
に
く

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
な
ぜ
農
業
者
、
な
ぜ

米
だ
け
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
１

億
２
、
７
０
０
万
円
の
血
税

が
投
入
さ
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、

本
当
に
こ
れ
が
将
来
に
わ
た
っ

て
庄
原
市
民
が
納
得
で
き
、

市
が
繁
栄
す
る
も
の
で
あ
る

か
ど
う
か
、
よ
く
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
私
は
、
い
つ

も
市
民
目
線
と
い
う
こ
と
を

言
っ
て
い
る
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
、
本
当
に
こ
の
議
案

に
対
し
て
納
得
し
て
、
税
金

を
払
っ
て
い
た
だ
け
る
か
ど

う
か
で
あ
る
。
商
工
業
者
も

大
変
苦
し
い
立
場
に
あ
る
が

誰
も
補
て
ん
し
て
く
れ
な
い
。

自
助
努
力
で
行
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
状
況
も
か
ん
が
み

る
と
、
私
は
賛
成
で
き
な
い
。

原
案
に
賛
成
の
討
論

○
垣
内
秀
孝
議
員

本
来
、
庄
原
市
は
農
業
が

基
本
で
、
そ
の
農
業
が
い
か

に
振
興
し
て
い
く
か
が
、
ま

ず
第
一
だ
と
思
う
。
そ
の
と

き
に
、
ま
ず
農
協
の
考
え
と

市
の
考
え
が
一
体
性
が
あ
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
長
の
答
弁
を
聞
く
と
、
農

家
の
た
め
に
今
か
ら
一
生
懸

命
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
頑

張
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
農
協
と

行
政
が
タ
イ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

べ
き
だ
ろ
う
。
私
は
今
回
の

米
価
に
つ
い
て
、
税
を
投
入

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
政

策
論
な
の
で
、
そ
の
投
資
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大

い
に
賛
成
す
べ
き
で
あ
ろ
う

と
思
う
。
今
回
は
農
業
に
対

し
て
、
投
資
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
を
私

は
評
価
し
て
、
賛
成
と
い
う

立
場
で
討
論
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
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定例会初日の９月６日､ 平成21年度各会計歳入歳出決算認定議案 (合計18議案) が上程され､
議長並びに議会選出監査委員を除く議員全員で構成する決算審査特別委員会に付託されました｡
各常任委員会所管による３つの分科会で審査を行った後､ 10月１日に各分科会主査より報告が

行われ､ 最終日の10月５日に決算審査特別委員会委員長から審査の経過及び結果について報告が
ありました｡
委員長報告の後､ 討論が行われ､ 採決の結果､ 全会計が認定されました｡

            認定

歳出項目 決 算 額 一人あたりの支出額
議 会 費 2億 699万8,000円 5,054円
総 務 費 53億6,385万1,000円 130,960円
民 生 費 60億6,384万1,000円 148,050円
衛 生 費 25億 574万8,000円 61,178円
農林水産業費 24億7,514万2,000円 60,431円
商 工 費 12億5,599万0,000円 30,665円
土 木 費 29億1,251万4,000円 71,110円
消 防 費 12億4,730万6,000円 30,453円
教 育 費 24億2,160万6,000円 59,124円
公共下水道事業 12億7,498万8,000円 31,129円
浄化槽整備事業 1億7,054万1,000円 4,163円

市民一人あたりの歳出決算額
                                  

◆主なものを掲載していますが､ 決算の詳細につきましては､ 広報しょうばら11月号をご参照ください

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告

(

要
旨)

監
査
委
員
か
ら
の
監
査
報
告
で
は
、
各
会
計
の
決
算
書
並

び
に
付
属
書
類
は
い
ず
れ
も
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
調
製
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
計
数
は
関
係
諸
帳
簿
、
証
拠
書
類
等
と
符

合
し
正
確
で
あ
り
、
予
算
執
行
も
お
お
む
ね
適
当
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
平
成
21
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
特
徴
、

財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
に
関
す
る
指
摘
、
市
政
に
対
す
る

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
進
言
等
が
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
般
会
計
及
び
病
院
事
業
会
計
で
の
源
泉
所
得
税

の
徴
収
漏
れ
の
件
に
関
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
出
予
算
か
ら
源

泉
所
得
税
の
本
税
、
不
納
付
加
算
税
等
が
支
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
会
計
検
査
院
の
実
地
検
査
に
よ
り
、
地
域
生
活
バ
ス

購
入
事
業
へ
の
不
適
切
な
歳
入
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
、
市

民
の
信
頼
に
応
え
る
べ
く
適
正
な
事
務
、
事
業
の
執
行
が
な

さ
れ
る
よ
う
苦
言
が
呈
さ
れ
た
。

本
特
別
委
員
会
と
し
て
は
、
３
分
科
会
共
通
の
指
摘
事
項

と
し
て
、
予
算
の
流
用
件
数
が
極
め
て
多
い
こ
と
へ
の
是
正

要
望
、
市
民
の
負
担
へ
の
公
平
感
が
保
持
で
き
る
よ
う
あ
ら

ゆ
る
未
納
対
策
を
厳
正
に
徹
底
す
る
こ
と
の
２
点
を
あ
え
て

申
し
上
げ
る
。

人
口
の
減
少
が
著
し
い
本
市
に
お
い
て
、
市
税
等
の
自
主

財
源
の
伸
び
は
期
待
で
き
ず
、
交
付
税
に
依
存
す
る
体
質
か

ら
少
し
で
も
脱
却
す
る
た
め
、
近
将
来
的
に
危
惧
す
る
点
は

多
い
も
の
の
、
西
城
市
民
病
院
の
経
営
改
革
に
よ
る
５
年
ぶ

り
の
黒
字
化
に
見
て
と
れ
る
よ
う
な
思
い
き
っ
た
選
択
と
集

中
に
よ
る
事
務
事
業
の
推
進
と
見
直
し
を
断
行
し
、
健
全
な

行
財
政
運
営
に
取
り
組
ま
れ
、
市
民
の
願
い
を
推
し
は
か
り
、

よ
り
公
平
で
効
率
的
な
、
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
い
え
る

市
政
運
営
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
申
し
添
え
る
。
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○…賛成 ×…反対 欠…欠席 議長…議長職 棄…棄権

投票数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
賛

成

反

対

徳
永
泰
臣

福
山
権
二

坂
本
義
明

横
路
政
之

林

高
正

中
原

巧

田
中
五
郎

岡
村
信
吉

名
越
峯
壽

赤
木
忠 

垣
内
秀
孝

西
村
和
正

竹
内
光
義

藤
山
明
春

藤
木
邦
明

門
脇
俊
照

小
谷
鶴
義

宇
江
田
豊
彦

野
崎
幸
雄

佐
々
木
信
行

八
谷
文
策

谷
口
隆
明

和
田
満
福

加
島
英
俊

平
山
俊
憲

23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ 欠 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

投票数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
賛

成

反

対

徳
永
泰
臣

福
山
権
二

坂
本
義
明

横
路
政
之

林

高
正

中
原

巧

田
中
五
郎

岡
村
信
吉

名
越
峯
壽

赤
木
忠 

垣
内
秀
孝

西
村
和
正

竹
内
光
義

藤
山
明
春

藤
木
邦
明

門
脇
俊
照

小
谷
鶴
義

宇
江
田
豊
彦

野
崎
幸
雄

佐
々
木
信
行

八
谷
文
策

谷
口
隆
明

和
田
満
福

加
島
英
俊

平
山
俊
憲

23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
20 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 × × ○ ○ ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
21 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○
20 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ×
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
22 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ×
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
21 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
22 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ×
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
21 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
22 1 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
22 1 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
23 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

会期 ６月18日から６月29日まで (12日間)

会会期期 ８８月月1100日日 ((１１日日限限りり))

会会期期 ９９月月６６日日かからら1100月月５５日日ままでで ((3300日日間間))
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議
決
日
種類

番

号

分

類
事 件 名 議決結果

８
月
10
日

議案 95 予算 専決処分の承認を求めることについて (平成22年度庄原市一般会計補正予算 第２号) 承認
議案 96 予算 専決処分の承認を求めることについて (平成22年度庄原市公共下水道事業特別会計補正予算 第２号) 承認
議案 97 一般 製造請負契約の締結について 原案可決
議案 98 予算 平成22年度庄原市一般会計補正予算 (第３号) 原案可決
発議 8 一般 集中豪雨災害に係る災害復旧対策等に関する意見書 原案可決

議
決
日
種類

番

号

分

類
事 件 名 議決結果

９
月
６
日

議案 99 条例 庄原市公立学校設置条例の一部を改正する条例 原案可決
議案 100 一般 工事請負契約の締結について 原案可決

10
月
１
日

議案 101 一般 財産の無償譲渡について 原案可決
議案 102 一般 財産の無償譲渡について 原案可決
議案 103 一般 庄原市過疎地域自立促進計画の策定について 原案可決
請願 1 一般 米価の大暴落に歯止めをかけるための請願 採択
請願 2 一般 特措法に基づく基金の早期創設と口蹄疫被害の全面補償を求める請願書 採択

10

月

５

日

議案 104 一般 平成21年度庄原市一般会計歳入歳出決算認定について 認定
議案 105 一般 平成21年度庄原市住宅資金特別会計歳入歳出決算認定について 認定
議案 106 一般 平成21年度庄原市歯科診療所特別会計歳入歳出決算認定について 認定
議案 107 一般 平成21年度庄原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定
議案 108 一般 平成21年度庄原市国民健康保険特別会計 (直診勘定) 歳入歳出決算認定について 認定
議案 109 一般 平成21年度庄原市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について 認定
議案 110 一般 平成21年度庄原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定
議案 111 一般 平成21年度庄原市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定
議案 112 一般 平成21年度庄原市介護保険サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
議案 113 一般 平成21年度庄原市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
議案 114 一般 平成21年度庄原市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
議案 115 一般 平成21年度庄原市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
議案 116 一般 平成21年度庄原市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
議案 117 一般 平成21年度庄原市工業団地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
議案 118 一般 平成21年度庄原市宅地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
議案 119 一般 平成21年度庄原市水道事業会計決算認定について 認定
議案 120 一般 平成21年度庄原市国民健康保険病院事業会計決算認定について 認定
議案 121 一般 平成21年度庄原市比和財産区特別会計歳入歳出決算認定について 認定
議案 122 予算 平成22年度庄原市一般会計補正予算 (第４号) 原案可決
議案 123 予算 平成22年度庄原市国民健康保険特別会計補正予算 (第１号) 原案可決
議案 124 予算 平成22年度庄原市介護保険特別会計補正予算 (第１号) 原案可決
議案 125 予算 平成22年度庄原市公共下水道事業特別会計補正予算 (第３号) 原案可決
議案 126 予算 平成22年度庄原市農業集落排水事業特別会計補正予算 (第１号) 原案可決
議案 127 予算 平成22年度庄原市浄化槽整備事業特別会計補正予算 (第１号) 原案可決
議案 128 予算 平成22年度庄原市簡易水道事業特別会計補正予算 (第１号) 原案可決
議案 129 予算 平成22年度庄原市水道事業会計補正予算 (第１号) 原案可決
議案 130 予算 平成22年度庄原市一般会計補正予算 (第５号) 原案可決
発議 9 一般 米価の大暴落に歯止めをかけることを求める意見書 原案可決
発議 10 一般 口蹄疫対策特別措置法に基づく基金の早期創設と口蹄疫被害の全面補償などを求める意見書 原案可決
発議 11 一般 農作業事故を撲滅するための法整備を求める意見書 原案可決

会

平成22年８月        

平成22年９月        



                       

                  

サ
ン
エ
ー
マ
イ
ク
ロ
セ
ミ

コ
ン
ダ
ク
タ
株
式
会
社
の

撤
退
に
対
す
る
対
応
は

市
と
し
て
工
場
の
撤
退

を
取
り
や
め
て
い
た
だ
く

条
件
提
示
、
新
た
な
企
業
誘
致
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
か
。

３
月
の
工
場
閉
鎖
及
び

移
転
に
向
け
、
企
業
の
方

針
、
移
転
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
も
確
定
し
、
計
画
に
沿
っ
て
移

転
準
備
が
進
ん
で
お
り
、
撤
退
を

取
り
や
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
条

件
提
示
等
の
交
渉
の
余
地
は
な
い

状
況
だ
。
当
面
の
最
重
要
課
題
は
、

工
場
の
閉
鎖
に
と
も
な
う
従
業
員

の
再
就
職
先
の
確
保
で
あ
り
、
８

月
末
現
在
、
従
業
員
の
再
就
職
の

状
況
は
、
全
従
業
員
110
名
の
う
ち

長
崎
県
諫
早
市
の
工
場
へ
の
転
勤

予
定
が
約
20
名
、
再
就
職
を
希
望

せ
ず
退
職
さ
れ
る
方
が
約
10
名
。

残
る
約
80
名
は
、
近
隣
市
町
や
広

島
市
、
福
山
市
、
島
根
県
な
ど
の

関
連
会
社
へ
の
再
就
職
斡
旋
を
含

め
、
１
月
か
ら
本
格
的
に
調
整
を

行
う
と
聞
い
て
い
る
。
現
在
ま
で

の
企
業
誘
致
な
ら
び
に
市
内
事
業

所
等
の
雇
用
状
況
だ
が
、
企
業
の

誘
致
に
つ
い
て
は
、
県
営
工
業
団

地
へ
新
た
に
電
子
部
品
製
造
を
主

と
す
る
企
業
１
社
の
進
出
が
決
ま

り
、
来
年
２
月
か
ら
の
創
業
に
向

け
、
10
名
程
度
の
地
元
雇
用
を
予

定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
来
年
４

月
か
ら
は
、
福
祉
関
連
の
３
事
業

者
が
事
業
の
拡
大
に
と
も
な
い
、

そ
れ
ぞ
れ
数
十
名
単
位
で
の
採
用

を
計
画
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
そ
の

他
の
企
業
に
お
い
て
も
、
従
業
員

の
退
職
増
加
に
と
も
な
う
採
用
な

ど
、
雇
用
拡
大
に
向
け
た
動
き
も

出
始
め
て
い
る
。
長
引
く
不
況
の

中
、
雇
用
対
策
を
重
要
課
題
に
位

置
付
け
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
災
害
に

ど
う
対
応
す
る
か

増
加
す
る
豪
雨
災
害
の

危
険
予
知
と
し
て
、
実
態

に
即
し
た
土
砂
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
、
配
布
を
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

デ
ー
タ
蓄
積
に
と
も
な
う

見
直
し
と
と
も
に
、
周
辺
環
境
の

変
化
、
さ
ら
に
は
災
害
で
得
ら
れ

た
経
験
則
等
も
加
味
し
な
が
ら
適

宜
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
な
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

予
防
ワ
ク
チ
ン
助
成
や

が
ん
対
策
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
や
細
菌
性

髄
膜
炎
か
ら
女
性
や
子
ど

も
の
命
を
守
る
予
防
ワ
ク
チ
ン
に

対
し
て
公
費
助
成
を
す
る
考
え
は
。

厚
生
労
働
省
に
お
い
て

は
、
23
年
度
予
算
概
算
要

求
に
、
子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て
は

新
規
に
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
対
策

強
化
事
業
と
し
て
150
億
円
計
上
し
、

市
町
村
が
実
施
す
る
予
防
ワ
ク
チ

ン
事
業
等
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
新
た
に
助
成
す
る
と
し
て
お
り
、

大
き
く
前
進
し
て
い
る
。
国
の
制

度
が
明
ら
か
に
な
っ
た
段
階
で
、

本
市
と
し
て
も
積
極
的
に
対
応
を

検
討
し
た
い
。

３
世
代
同
居
を
奨
励
す
る

制
度
を

高
齢
化
が
進
む
中
、
在

宅
介
護
は
今
後
増
加
し
て

い
く
。
家
族
で
介
護
す
る
３
世
代

家
族
に
対
し
て
、
３
世
代
同
居
手

当
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

ご
提
言
の
３
世
代
同
居

手
当
は
、
す
で
に
制
度
運

用
し
て
い
る
一
定
の
介
護
度
以
上

の
要
介
護
者
を
自
宅
で
介
護
さ
れ

て
い
る
世
帯
に
対
し
慰
労
金
を
給

付
し
、
介
護
者
の
精
神
的
・
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

に
類
す
る
も
の
だ
。
こ
の
事
業
を

は
じ
め
と
す
る
現
行
制
度
の
充
実

を
図
る
中
で
、
引
き
続
き
介
護
さ

れ
る
人
、
介
護
す
る
人
の
双
方
に

資
す
る
幅
広
い
在
宅
支
援
に
努
め

て
い
き
た
い
。
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問答

問答問答

問答

横路
よこ ろ

政之
まさゆき

議員

赤木
あか ぎ

忠 
    

議員

サンエーマイクロセミコンダクタ株式会社



谷口
たにぐち

隆明
たかあき

議員

徳永
とくなが

泰臣
ひろおみ

議員

豪
雨
災
害
の
復
旧
再
建
に
つ
い
て

私
有
財
産
の
復
旧
再
建
に
つ
い

て
、
市
と
し
て
損
害
は
把
握
で
き

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
私
有
財
産
の
復
旧

に
つ
い
て
、
市
と
し
て
の
支
援
策
は
。

農
地
の
被
災
状
況
は
、
川
北
地

区
が
被
災
面
積
約
14
・
73
ha
で
田

畑
の
枚
数
に
し
て
137
枚
、
高
地
区
が
約
19
・

04
ha
で
117
枚
、
西
城
地
区
が
約
28
・
51
ha

で
136
枚
、
門
田
地
区
が
約
２
・
１
ha
で
20

枚
の
合
計
64
・
38
ha
の
410
枚
、
被
災
金
額

は
全
地
区
合
わ
せ
て
約
６
億
７
、
５
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
山
林
の
立

木
被
害
と
し
て
は
被
災
箇
所
数
384
ヵ
所
、

被
災
面
積
94
・
56
ha
、
こ
の
面
積
の
内
訳

は
杉
10
・
01
ha
、
ヒ
ノ
キ
37
・
９
ha
、
天

然
林
46
・
65
ha
で
被
災
額
は
約
６
、
６
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
私
有
財
産
で
あ

る
農
地
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助

事
業
で
あ
る
農
地
災
害
復
旧
事
業
に
よ
り

支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
た

び
の
農
業
関
係
の
災
害
に
関
し
て
は
、
国

の
激
甚
指
定
を
受
け
て
い
る
の
で
、
農
家

の
負
担
は
２
％
と
な
る
が
、
さ
ら
に
市
独

自
の
特
例
措
置
に
よ
り
１
％
に
軽
減
に
な

る
。定

住
促
進
に
つ
い
て

ブ
ラ
イ
ダ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
現
在
ま
で
の
登
録
者
数
、
相

談
件
数
及
び
実
績
を
伺
う
。

こ
れ
ま
で
の
相
談
件
数
は
、
158

件
。
登
録
会
員
数
は
、
男
性
が
39

名
、
女
性
が
８
名
。
会
員
同
士
の
お
見
合

い
件
数
は
10
件
だ
が
、
結
婚
が
成
立
し
た

実
績
は
ま
だ
な
い
。
そ
の
他
の
事
業
と
し

て
、
特
に
男
性
会
員
を
対
象
と
し
た
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
の
実
施
や
、
独
自
に
ミ
ニ

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
を
年
に
数
回
開
催
す
る

な
ど
の
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
。
登
録

者
数
が
ま
だ
少
な
く
、
充
分
に
機
能
で
き

て
い
な
い
面
も
あ
る
が
、
実
行
委
員
会
で

の
事
業
と
の
連
携
に
よ
り
、
登
録
を
拡
大

し
て
い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

国
民
健
康
保
険
の
再
建
に
つ
い
て

国
保
税
引
き
上
げ
は
す
べ
き
で

な
い
と
考
え
る
が
、
今
後
の
国
保

財
政
の
見
通
し
は
。

来
年
度
の
庄
原
市
国
民
健
康
保

険
に
お
け
る
財
政
運
営
の
見
通
し

に
つ
い
て
は
、
歳
出
で
は
被
保
険
者
の
高

齢
化
や
医
療
の
高
度
化
、
疾
病
構
造
の
変

化
に
伴
い
療
養
給
付
費
、
高
額
療
養
費
の

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
歳
入
で
は
、

今
後
の
被
保
険
者
数
の
増
加
や
被
保
険
者

世
帯
の
所
得
増
加
は
見
込
め
な
い
こ
と
か

ら
、
保
険
税
収
入
に
つ
い
て
は
横
ば
い
若

し
く
は
減
少
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
国

保
会
計
の
21
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、
は

じ
め
て
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

り
歳
入
不
足
を
補
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

基
金
の
保
有
割
合
も
、
保
険
給
付
費
の
25

％
を
下
回
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
医
療
費
の
動
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
ご
意
見
も

伺
い
な
が
ら
、
23
年
度
以
降
の
適
正
税
率

の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

市
政
懇
談
会
に
つ
い
て

自
治
振
興
区
の
代
表
者
と
の
懇

談
に
変
更
す
る
の
で
な
く
、
こ
れ

ま
で
と
会
場
を
変
え
て
市
内
各
地
の
小
さ

い
集
落
な
ど
に
出
向
き
、
ひ
ざ
を
交
え
て

懇
談
す
べ
き
で
は
。

昨
年
度
実
施
し
た
自
治
振
興
区

活
性
化
会
議
の
実
績
を
も
と
に
、

地
域
づ
く
り
事
業
や
地
域
課
題
の
解
決
に

主
体
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
自
治
振
興

区
の
代
表
者
に
出
席
し
て
い
た
だ
く
方
式

で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
会
等
を

通
じ
て
各
自
治
振
興
区
に
寄
せ
ら
れ
る
多

く
の
市
民
の
声
を
偏
り
な
く
聴
く
こ
と
が

で
き
、
ま
た
役
員
だ
け
の
声
で
は
な
く
、

地
域
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
地
域
と
し
て
の

市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
式
は
、
将
来
的

に
固
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
今
年
度
実

施
し
た
上
で
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
等
に
よ

り
、
来
年
度
以
降
の
実
施
方
式
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

谷
口
隆
明
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
災
害
対
策
に
つ
い
て
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問答

問答

問答

問答

出会いイベント
(マツダスタジアムにて)



名
な

越
ごし

峯
むね

壽
とし

議員

人
口
減
少
に
つ
い
て

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
本
市

の
現
状
認
識
に
つ
い
て
、
他
市
の

場
合
と
比
較
し
て
減
少
率
が
早
い
の
で
は

な
い
か
。

本
市
の
人
口
は
今
年
７
月
末
で
、

４
万
８
３
１
人
、
前
年
同
月
末
と

比
較
し
532
人
、
合
併
直
後
の
17
年
３
月
末

の
４
万
４
、
１
５
１
人
と
比
較
す
る
と
３
、

３
２
０
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
経
済
状
況

な
ど
の
影
響
で
、
若
い
家
族
層
の
転
出
な

ど
に
よ
り
、
転
出
人
口
が
転
入
人
口
を
上

回
っ
て
い
る
社
会
的
な
要
因
と
出
生
率
の

低
下
や
高
齢
者
の
増
加
に
よ
る
自
然
減
に

よ
る
も
の
と
分
析
し
て
い
る
。
21
年
10
月

１
日
現
在
で
年
間
581
人
減
少
し
て
お
り
、

年
間
減
少
率
で
言
う
と
、
本
市
は
１
・
41

％
で
、
県
下
で
は
７
番
目
の
高
さ
だ
。
人

口
減
少
率
が
高
い
地
域
ほ
ど
高
齢
化
率
も

高
ま
る
傾
向
に
あ
り
、
減
少
率
の
高
い
市

町
で
は
、
過
疎
化
と
高
齢
化
が
相
互
に
関

連
を
持
っ
て
同
時
に
進
行
し
て
い
る
。

市
政
懇
談
会
に
つ
い
て

ど
う
し
て
市
政
懇
談
会
の
開
催

方
法
が
変
更
と
な
っ
た
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
方
式
で
は
、
参
加

者
に
偏
り
が
見
ら
れ
、
毎
年
類
似

し
た
意
見
が
出
さ
れ
る
実
態
の
中
で
、
幅

広
い
意
見
を
聴
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

お
り
、
内
容
も
個
人
的
な
要
望
等
が
多
く
、

本
来
の
広
聴
の
役
割
を
果
た
さ
な
く
な
っ

て
き
て
い
た
。
こ
の
た
め
今
年
度
は
、
昨

年
度
実
施
し
た
自
治
振
興
区
活
性
化
会
議

の
実
績
を
も
と
に
、
地
域
づ
く
り
事
業
や

地
域
課
題
の
解
決
に
主
体
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
自
治
振
興
区
の
代
表
者
に
出
席

し
て
い
た
だ
く
方
式
に
変
更
す
る
こ
と
を

提
案
し
、
庁
内
で
の
協
議
を
経
て
、
自
治

振
興
区
の
役
員
の
方
々
と
も
協
議
す
る
中

で
、
今
年
度
は
こ
の
方
式
で
実
施
す
る
と

の
結
論
に
達
し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

林

高
正
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
庄
原
さ
と
や
ま
博
等
の
観
光
行
政
に

つ
い
て

生
活
交
通
路
線
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

①
小
奴
可･

西
城
間
の
定
期
バ

ス
に
つ
い
て
、
午
後
の
診
察
、
入

院
対
応
な
ど
の
た
め
復
路
乗
車
が
で
き
な

い
か
。

②
小
奴
可
発
、
庄
原
・
三
次
へ
の
乗
り
継

ぎ
が
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
復
活
で
き
な

い
か
。

③
小
奴
可
地
域
で
の
折
り
返
し
の
待
ち
時

間
を
、
30
分
か
ら
70
分
に
で
き
な
い
か
。

④
小
奴
可
・
三
坂
線
の
新
設
は
で
き
な
い

か
。

①
こ
の
路
線
の
回
送
車
を
実
車

に
し
た
場
合
、
補
助
金
が
大
幅
に

増
加
す
る
上
に
、
経
常
収
益
率
や
平
均
利

用
人
数
は
、
現
在
よ
り
悪
化
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
、
こ
の
路
線
全
体
の
廃
止
を
含

め
、
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態

も
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
、

地
域
の
事
情
や
需
要
見
込
み
な
ど
を
十
分

把
握
し
た
上
で
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

②
乗
り
継
ぎ
が
で
き
な
く
な
っ
た
理
由
は
、

備
北
交
通
が
運
行
し
て
い
る
路
線
バ
ス
の

運
行
時
刻
に
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
備

北
交
通
に
お
伝
え
し
、
乗
り
継
ぎ
が
し
や

す
い
環
境
を
作
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お

願
い
を
し
て
い
く
。

③
小
奴
可
地
域
を
運
行
す
る
生
活
交
通
バ

ス
は
、
い
ず
れ
も
目
的
地
を
東
城
市
街
地

や
西
城
市
街
地
と
し
て
お
り
、
限
ら
れ
た

車
両
や
人
員
を
有
効
に
活
か
し
て
、
よ
り

多
く
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
も
の
を
優
先
し
て

運
行
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
運
行
ダ
イ
ヤ
の
変
更
は
困
難
で
あ
る

こ
と
を
ご
理
解
賜
り
た
い
。

④
再
編
計
画
で
は
、
新
た
に
生
活
交
通
路

線
を
導
入
す
る
場
合
、
経
常
収
益
率
が
20

％
以
上
で
、
な
お
か
つ
１
便
あ
た
り
の
平

均
利
用
人
数
が
３
人
以
上
と
な
る
路
線
を

本
運
行
に
移
行
す
る
基
準
と
し
て
い
る
。

こ
の
基
準
を
上
回
る
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ど

う
か
、
十
分
に
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が

必
要
だ
が
、
現
時
点
で
は
、
そ
う
し
た
ニ
ー

ズ
が
あ
る
こ
と
を
客
観
的
に
判
断
す
る
こ

と
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
新
た
な

生
活
交
通
路
線
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
困

難
だ
と
考
え
て
い
る
。

名
越
峯
壽
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
大
相
撲
庄
原
さ
と
や
ま
場
所
に
つ
い
て

○
火
災
の
対
応
に
つ
い
て
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問答

問答

問答

林
はやし

高
たか

正
まさ

議員



坂本
さかもと

義明
よしあき

議員

庄
原
市
の
博
物
館
、
資
料
館
の

管
理
運
営
に
つ
い
て

①
施
設
の
整
理
と
専
門
職
員
を

配
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

②
施
設
の
運
営
方
法
と
し
て
、
ま
ち
お
こ

し
企
画
展
示
、
さ
と
や
ま
博
等
と
連
携
し
、

施
設
の
紹
介
、
観
光
ル
ー
ト
へ
の
企
画
を

行
い
、
よ
り
広
く
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

①
市
と
し
て
は
、
21
年
度
に
庄
原

市
博
物
館
・
資
料
館
運
営
協
議
会

よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る｢

庄
原
市
博
物
館
・

資
料
館
の
今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
意
見

書｣

を
受
け
、
博
物
館
・
資
料
館
管
理
運

営
に
係
る
実
施
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
各
施
設
所
蔵
の
貴
重
な
資
料

の
整
理
統
合
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り

相
互
活
用
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
方
々
に

見
学
、
学
習
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
考
え

て
い
く
。
専
門
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

現
在
２
つ
の
博
物
館
に
１
名
ず
つ
学
芸
員

を
配
置
し
て
い
る
が
、
多
く
の
施
設
は
各

支
所
教
育
室
が
兼
務
し
て
い
る
。
今
後
、

管
理
運
営
実
施
計
画
を
作
成
す
る
中
で
、

人
員
配
置
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

②
各
施
設
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
を
有

効
活
用
し
、
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
企
画
展
示

や
、
学
校
、
観
光
施
設
等
へ
の
出
前
展
示

な
ど
、
多
く
の
方
々
に
見
学
、
学
習
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
考
え
て
い
く
。
Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
文
化
財
マ
ッ
プ
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
へ
施
設
の
紹
介
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な

ど
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
観
光
関
係
機

関
と
連
携
し
、
博
物
館
・
資
料
館
や
文
化

財
の
見
学
を
組
み
込
ん
だ
里
山
バ
ス
ツ
ア
ー

等
を
行
っ
て
い
る
。
さ
と
や
ま
博
で
は
、

季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、
博
物
館

や
資
料
館
を
は
じ
め
、
市
内
の
文
化
財
な

ど
を
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
資
源
と
し
て
十
分
に

活
用
で
き
る
よ
う
一
層
の
連
携
を
図
っ
て

い
く
。
ま
た
、
博
物
館
・
資
料
館
に
お
い

て
も
テ
ー
マ
や
季
節
な
ど
特
徴
を
持
た
せ

た
展
示
や
、
入
館
者
が
楽
し
め
る
展
示
、

体
験
等
が
で
き
る
企
画
な
ど
、
積
極
的
な

活
用
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

農
林
業
施
策
に
つ
い
て

市
の
め
ざ
す
農
林
業
施
策
と
農

林
振
興
公
社
の
運
営
方
針
の
整
合

性
に
つ
い
て
伺
う
。

本
市
の
農
林
業
を
取
り
巻
く
情

勢
は
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
農
林

産
物
価
格
の
低
迷
、
過
疎
化
に
よ
る
担
い

手
や
農
業
後
継
者
不
足
、
就
業
者
の
高
齢

化
な
ど
課
題
は
多
く
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

現
状
を
踏
ま
え
、
本
市
で
は
農
林
業
が
職

業
と
し
て
選
択
し
得
る
、
魅
力
と
や
り
が

い
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
豊
か
な
自

然
と
地
域
の
個
性
に
よ
り
、
付
加
価
値
を

高
め
、
自
立
し
た
農
業
の
確
立
と
健
全
な

森
林
資
源
の
造
成
を
図
る
た
め
、
担
い
手

の
育
成
、
収
益
性
の
高
い
施
設
園
芸
の
導

入
、
組
織
的
経
営
へ
の
転
換
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
本
市
の
農
林
業
施
策
と
公
社
の

運
営
方
針
の
整
合
性
に
つ
い
て
は
、
八
木

店
に
お
け
る
販
売
状
況
を
見
る
と
、
他
産

地
で
の
農
産
物
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
設

立
目
的
と
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
要

因
は
、
市
内
の
出
荷
農
産
物
の
品
不
足
に

よ
る
も
の
で
、
特
に
冬
季
の
期
間
は
深
刻

な
状
況
だ
。
会
社
経
営
の
中
で
は
、
年
間

途
切
れ
な
く
農
産
物
が
あ
る
こ
と
で
顧
客

の
定
着
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
他
産
地

の
農
産
物
を
店
舗
で
販
売
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
だ
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す

る
た
め
、
八
木
店
通
信
を
毎
月
発
行
し
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
入
荷
や
販
売
な
ど
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
き
た
。
今
年
度
は
、
新

た
に
地
域
ご
と
に
会
員
交
流
会
を
開
催
し
、

年
間
の
品
目
ご
と
の
入
荷
や
販
売
状
況
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
計
画
出
荷
を
お
願

い
し
た
。
ま
た
、
生
産
者
の
八
木
店
視
察

も
計
画
し
て
い
る
。
北
部
農
業
技
術
指
導

所
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
営
農
指
導
員
に

よ
る
技
術
指
導
な
ど
、
今
後
も
研
究
を
重

ね
て
い
き
、
出
荷
登
録
生
産
者
に
対
す
る

フ
オ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
し
、
市
内
農
家

の
期
待
に
応
え
る
べ
く
魅
力
あ
る
店
舗
づ

く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
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問答

問答

八谷
やたがい

文策
ぶんさく

議員

庄原産直市八木店

庄原市口和郷土資料館



宇江田
う え だ

豊彦
とよひこ

議員

藤山
ふじやま

明春
あきはる

議員

教
職
員
の
超
過
勤
務
縮
減
に
向
け
て

①
入
校
・
退
校
記
録
の
超
過
分

が
80
時
間
を
超
え
る
職
員
の
実
態

に
つ
い
て
伺
う
。

②
教
職
員
の
健
康
維
持
、
家
庭
生
活
の
両

立
に
向
け
て
、
次
世
代
育
成
支
援
特
定
事

業
主
行
動
計
画
を
ど
の
よ
う
に
具
体
化
し

て
い
る
の
か
。
あ
わ
せ
て
病
休
者
の
実
態

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

伺
う
。

①
各
学
校
長
か
ら
の
聞
き
取
り

で
、
勤
務
時
間
外
の
在
校
時
間
が

月
に
80
時
間
を
超
え
る
こ
と
が
常
態
化
し

て
い
る
者
は
、
特
定
の
教
職
員
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
校
長
会
議
や
校
長
ヒ
ア

リ
ン
グ
等
を
通
し
て
、
在
校
時
間
が
長
い

教
職
員
に
対
し
て
は
、
仕
事
の
仕
方
や
進

捗
管
理
等
に
つ
い
て
、
改
善
を
図
る
よ
う

当
該
者
を
指
導
さ
せ
て
い
る
。
加
え
て
、

校
務
に
過
重
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
退
校
が
遅
く
な
っ
て
い
る
場

合
に
は
、
校
務
分
掌
等
を
調
整
し
、
事
務

量
等
を
軽
減
す
る
な
ど
適
切
に
対
応
す
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
訪

問
等
で
入
校
・
退
校
記
録
を
確
認
し
、
長

時
間
の
在
校
が
常
態
化
し
て
い
る
教
職
員

に
は
、
適
正
な
勤
務
時
間
の
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。

②
庄
原
市
特
定
事
業
主
行
動
計
画
を
校
長

会
等
で
周
知
し
、
各
学
校
に
お
い
て
、
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
を
図
る
よ
う
学
校
長

を
指
導
し
て
い
る
。
具
体
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
入
校
退
校
記
録
の
活
用
や
、

週
１
回
の
定
時
退
校
日
を
設
定
し
た
り
、

個
別
の
指
導
を
実
施
し
た
り
す
る
な
ど
、

学
校
に
応
じ
て
工
夫
し
て
い
る
。
病
気
休

暇
を
取
得
し
た
者
、
休
職
し
て
い
る
者
の

実
態
だ
が
、
現
在
は
病
休
者
が
２
人
、
休

職
者
が
２
人
。
病
休
者
、
休
職
者
が
、
療

養
、
加
療
に
専
念
で
き
る
学
校
体
制
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
療
養
期
間
中
は
、
学

校
長
に
療
養
の
状
況
等
を
把
握
さ
せ
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
助
言
を

行
わ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
復
帰
後
は
、
学

校
長
に
当
該
者
の
校
務
分
掌
の
軽
減
や
相

談
体
制
の
整
備
等
を
行
わ
せ
る
な
ど
し
、

円
滑
な
職
場
復
帰
と
病
気
の
再
発
防
止
を

図
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
対
策

に
つ
い
て①

難
視
地
域
の
把
握
も
れ
は
な

い
か
。

②
共
聴
施
設
の
維
持
経
費
に
対
し
、
市
民

か
ら
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
が
考
え

を
伺
う
。

①
全
国
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推

進
協
議
会
が
認
定
し
た
地
区
数
が
、

今
年
８
月
10
日
現
在
で
182
地
区
、
１
、
５

９
７
世
帯
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
168
地
区
は
、
共
聴
施
設
整
備
や
高
性
能

ア
ン
テ
ナ
対
策
等
の
整
備
手
法
が
固
め
ら

れ
て
い
る
が
、
残
る
14
地
区
は
対
策
が
固

ま
っ
て
お
ら
ず
、
整
備
手
法
の
選
択
及
び

事
業
着
手
を
早
期
に
行
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
。
な
お
、
共
聴
施
設

の
改
修
は
、
市
内
で
105
組
合
を
把
握
し
、

今
年
度
中
に
は
こ
れ
ま
で
整
備
済
み
の
も

の
も
含
め
、
100
組
合
の
対
策
を
完
了
す
る

予
定
で
あ
り
、
残
り
の
組
合
も
完
全
移
行

ま
で
に
対
策
を
行
っ
て
い
く
。

②
市
と
し
て
は
、
負
担
を
少
し
で
も
軽
減

し
皆
さ
ん
の
不
安
を
解
消
す
る
べ
く
、
各

方
面
に
対
し
て
精
力
的
に
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
と
も
国
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
機
関
に
対
し
、
補
助
制
度
の
拡
充
、

共
架
料
の
減
額
、
免
除
を
は
じ
め
と
す
る

負
担
軽
減
策
を
要
望
し
て
い
く
。

７
月
豪
雨
に
お
け
る

農
地
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て

農
地
の
復
旧
費
１
％
負
担
は
収

入
が
な
い
中
で
大
変
な
金
額
だ
。

軽
減
策
に
つ
い
て
伺
う
。

激
甚
災
害
の
指
定
を
受
け
た
こ

と
に
よ
り
、
農
地
災
害
の
負
担
金

が
通
常
災
害
で
４
％
の
と
こ
ろ
が
２
％
に

な
り
、
さ
ら
に
市
独
自
の
特
例
措
置
に
よ

り
１
％
に
軽
減
す
る
も
の
だ
。
農
地
が
農

家
個
人
の
資
産
で
あ
る
こ
と
も
勘
案
し
つ

つ
、
被
災
さ
れ
た
農
家
の
皆
様
に
、
復
旧

に
対
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
営
農
再
開
に
向
け
て
、
事
業
主
体
で

あ
る
市
と
一
丸
と
な
っ
て
災
害
復
旧
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
１
％
の
負
担

を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
、
ご
理
解
を

賜
り
た
い
。

藤
山
明
春
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
に
つ
い
て

○
集
落
支
援
員
制
度
に
つ
い
て
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問答

問答

問答



福山
ふくやま

権二
けん じ

議員

経
済
対
策
に
つ
い
て

①
市
内
に
進
出
し
た
大
店
舗
が

個
別
商
店
に
与
え
た
影
響
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

②
公
的
施
設
が
市
内
の
経
済
活
動
を
阻
害

す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

①
今
の
時
代
、
大
店
舗
で
す
ら

撤
退
・
統
合
・
廃
業
の
リ
ス
ク
が

増
大
し
、
一
つ
の
企
業
体
へ
の
依
存
は
大

変
危
険
で
あ
り
、
市
民
の
生
活
を
守
る
た

め
に
も
商
店
街
が
果
た
す
役
割
を
軽
ん
じ

る
事
は
で
き
な
い
。
品
揃
え
や
価
格
、
集

客
力
の
競
争
で
は
大
店
舗
が
圧
倒
的
に
有

利
だ
が
、
商
店
街
に
は
地
元
住
民
と
密
着

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
逆
に
大
店
舗

の
集
客
力
を
利
用
し
た
取
り
組
み
な
ど
、

顧
客
が
満
足
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
庄
原
の
九
日
市

は
、
商
店
街
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
一
つ

の
起
爆
剤
と
し
て
、
市
民
に
定
着
し
て
い

る
。
ま
た
、
東
城
の
春
・
秋
の
イ
ベ
ン
ト

も
、
商
店
街
の
賑
わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
市
民
レ
ベ
ル
の
活
動

を
支
援
し
、
ま
ち
な
か
の
活
性
化
を
今
後

と
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

②
え
び
す
は
、
東
城
ま
ち
な
み
の
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
や
市
民
の
交
流
の
場
と

し
て
の
機
能
も
あ
わ
せ
持
っ
て
お
り
、
三

軒
茶
屋
は
、
紅
梅
通
り
、
ま
ち
な
か
広
場

整
備
事
業
と
あ
わ
せ
て
、
市
民
の
憩
い
の

場
、
集
い
の
場
と
し
て
、
ま
ち
な
か
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗

が
、
顧
客
の
満
足
に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス

と
庄
原
に
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
市

と
し
て
も
、
ま
ち
な
か
活
性
化
事
業
補
助

制
度
と
し
て
、
ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開

設
補
助
、
空
き
店
舗
活
用
創
業
補
助
、
ま

ち
な
か
イ
ベ
ン
ト
補
助
及
び
店
舗
改
装
補

助
制
度
に
よ
り
支
援
し
て
き
て
い
る
。

福
山
権
二
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
雇
用
対
策
に
つ
い
て

○
医
療
対
策
に
つ
い
て

23
年
度
を｢

新
庄
原
市
農
林
業
振
興

計
画｣

策
定
・
実
行
初
年
度
に

庄
原
市
農
林
業
の
現
状
認
識
と

23
年
度
農
林
業
施
策
の
柱
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

本
市
の
農
林
業
を
取
り
巻
く
情

勢
は
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
農
林

産
物
価
格
の
低
迷
、
若
年
層
の
都
市
部
へ

の
流
出
な
ど
、
過
疎
化
に
よ
る
担
い
手
や

農
業
後
継
者
不
足
、
就
業
者
の
高
齢
化
な

ど
、
課
題
は
多
い
。
23
年
度
に
お
い
て
、

長
期
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
林
業
の
振
興
を
図
る
農
林
業
振
興

計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
県
、
Ｊ
Ａ
庄
原
、
市
内
の
農

業
関
係
団
体
、
研
究
機
関
等
の
意
見
を
伺

う
中
で
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
担

い
手
の
育
成
や
組
織
的
な
経
営
の
推
進
、

収
益
性
の
高
い
施
設
園
芸
の
導
入
、
資
源

循
環
型
農
業
の
推
進
、
さ
ら
に
は
、
健
全

な
森
林
資
源
の
造
成
に
よ
る
持
続
的
な
林

業
の
推
進
と
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用

な
ど
を
柱
と
し
、
自
立
し
た
農
林
業
の
活

性
化
を
め
ざ
し
て
い
く
。

農
業
委
員
会
会
長
と
し
て
の
庄
原

農
業
の
現
状
認
識
と
農
業
委
員
会

の
役
割
に
つ
い
て

名
実
と
も
に
名
農
業
会
議
会
長

と
し
て
存
在
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
ど
う
補
佐
し
、
庄
原
市
農
業
委
員
会

活
動
を
高
め
る
の
か
。

現
在
、
県
農
業
会
議
の
会
長
は

庄
原
市
長
で
あ
る
。
本
市
は
、
県

下
で
も
屈
指
の
農
業
地
域
で
、
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
県
農
業
会
議
を
リ
ー
ド
し
な
が

ら
、
各
市
町
の
特
性
を
生
か
し
た
農
業
振

興
の
た
め
に
尽
力
し
、
農
業
委
員
会
と
し

て
の
責
務
を
ま
っ
と
う
し
て
い
き
た
い
。

農
業
委
員
会
と
し
て
は
、
市
を
は
じ
め
県
、

農
協
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
保
ち
、
ま

た
系
統
組
織
で
あ
る
県
農
業
会
議
を
通
じ

て
、
庄
原
の
農
地
と
担
い
手
を
守
り
、
生

か
す
た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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問答

問答

問答

田中
た なか

五郎
ご ろう

議員

農業委員会事務局 (市役所本庁舎４階)

三軒茶屋の視察



小谷
こ だに

鶴義
つるよし

議員

垣内
かきうち

秀孝
ひでたか

議員

市
内
一
斉
小
・
中
学
校
学
力
調
査

に
つ
い
て市

内
小
・
中
学
校
の
学
力
は
概

ね
定
着
と
広
報
で
発
表
さ
れ
た
。

本
市
と
全
国
の
比
較
も
出
て
い
る
。
数
学

を
例
に
挙
げ
る
と
、
全
国
正
答
率
と
の
差
、

中
学
１
年
生
の
6 .2
は
ど
の
よ
う
な
差
な
の

か
。
基
礎
部
分
、
活
用
部
分
で
の
4 .1
と
3 .4

の
差
は
ど
の
よ
う
に
判
断
す
れ
ば
よ
い
か
。

中
学
１
年
生
の
数
学
は
、
全
国

正
答
率
を
6 .2
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て

お
り
、
課
題
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
こ

の
差
は
、｢

数
と
式｣

｢

数
量
関
係｣

の
２

つ
の
領
域
の
内
、｢

数
量
関
係｣

領
域
が

1 .7
ポ
イ
ン
ト
全
国
正
答
率
を
下
回
っ
て
い

る
の
に
対
し
、｢

数
と
式｣

領
域
が
7 .6
ポ

イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

第
一
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
は
、

｢

数
と
式｣

領
域
の
指
導
法
の
工
夫
改
善

と
判
断
し
、
各
中
学
校
に
お
い
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
基
礎
部
分
が
4 .1
ポ
イ

ン
ト
、
活
用
部
分
が
3 .4
ポ
イ
ン
ト
、
全
国

正
答
率
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
も｢

数
と
式｣

領
域
に
課
題

が
あ
り
、
各
学
校
が
調
査
の
結
果
を
分
析
・

考
察
し
、
個
々
の
生
徒
の
学
力
の
定
着
状

況
を
踏
ま
え
て
、
具
体
的
な
指
導
方
法
の

改
善
を
進
め
て
い
る
。

高
等
学
校
再
編
に
つ
い
て

東
城
高
校
・
西
城
紫
水
高
校
・

格
致
高
校
の
今
後
の
見
通
し
は
。

市
内
３
校
へ
対
し
て
も
、
県
教

委
か
ら
連
携
事
業
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
打
診
が
さ
れ
て
お
り
、
各
校
で

は
有
効
な
連
携
方
策
の
検
討
段
階
で
あ
る

と
伺
っ
て
い
る
。
一
部
で
は
、
連
携
事
業

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
で
、
統
廃
合
を

加
速
さ
せ
る
の
で
は
と
の
不
安
や
懸
念
の

声
も
あ
る
が
、
県
教
委
教
育
長
は
、
県
議

会
に
お
い
て
、
学
校
間
の
連
携
事
業
は
、

｢

小
規
模
校
の
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
統
廃
合
を

前
提
に
行
な
う
も
の
で
は
な
い
。｣

ま
た
、

連
携
事
業
の
評
価
と
統
廃
合
の
時
期
に
つ

い
て
は
、｢

事
業
効
果
の
検
証
に
は
一
定

の
期
間
が
必
要
で
あ
る
。｣

と
答
弁
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
答
弁
か
ら
、
連
携
事
業

を
実
施
し
た
と
し
て
も
、
市
内
３
校
を
含

め
た
小
規
模
校
の
統
廃
合
が
性
急
に
実
施

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
受
け
止
め
て
い
る
。

小
谷
鶴
義
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
自
治
振
興
区
と
支
所
の
関
係
の
あ
り
方

に
つ
い
て

庄
原
市
健
康
増
進
施
設
比
和
温
泉

あ
け
ぼ
の
荘
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

①
長
期
総
合
計
画
・
後
期
実
施

計
画
に
計
上
さ
れ
て
い
る
比
和
温

泉
施
設
あ
け
ぼ
の
荘
の
位
置
付
け
に
つ
い

て
伺
う
。

②
建
設
計
画
は
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

現
在
の
取
り
組
み
状
況
は
。

③
地
域
魅
力
の
観
点
と
活
性
化
の
た
め
、

早
期
に
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

①
後
期
実
施
計
画
に
お
け
る
あ

け
ぼ
の
荘
の
基
本
的
な
位
置
付
け

と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
健
康
増
進

施
設
と
し
て
、
市
民
に
憩
い
の
場
を
提
供

す
る
と
と
も
に
健
康
づ
く
り
を
増
進
し
、

住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
主
目
的

と
し
た
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

②
現
在
、
内
部
で
作
成
し
た
比
和
温
泉
施

設
活
用
計
画
を
基
に
、
具
体
的
な
整
備
方

針
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、
地
元

地
域
で
十
分
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、
さ

ら
な
る
検
討
を
加
え
決
定
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
後
期
実
施
計
画
で
は
、
施
設
整
備

の
た
め
の
実
施
設
計
業
務
委
託
料
と
し
て
、

25
年
度
へ
141
万
５
、
０
０
０
円
を
計
上
し

て
い
る
。

③
尾
道
松
江
線
の
一
部
供
用
開
始
は
、
中

国
横
断
自
動
車
道
を
活
用
し
た
高
野
町
、

口
和
町
、
比
和
町
、
そ
の
他
の
地
域
を
巡

る
広
域
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
て
い
る
。
現
在
、

高
野
地
域
に
建
設
予
定
の
道
の
駅
を
北
の

玄
関
口
と
し
て
、
地
域
へ
い
ざ
な
う
機
能

を
持
た
せ
、
隣
接
す
る
口
和
・
比
和
地
域
、

さ
ら
に
は
市
全
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
施
設
整

備
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
財
政
状
況
を
は
じ
め
、
か
さ
べ

る
で
と
の
機
能
分
担
や
整
備
時
期
を
含
め
、

今
後
十
分
に
検
討
を
加
え
、
長
期
総
合
計

画
・
後
期
実
施
計
画
に
基
づ
き
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。
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問答

問答

問答

高野観光交流ターミナル (道の駅) 建設予定地
＜近隣地域の入り込み客の増が期待される＞



調
査
事
項

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
現

状
に
つ
い
て

調
査
目
的

事
業
所
で
行
わ
れ
て
い
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
を
確
認
す

る
た
め

調
査
方
法

現
地
視
察
及
び
関
係
者
と
の

懇
談
、
担
当
課(

社
会
福
祉
課)

か
ら
の
聞
き
取
り

総

括

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、

基
本
的
に
は
法
令
で
し
っ
か
り

と
制
度
が
固
め
ら
れ
て
お
り
、

法
令
に
沿
っ
て
適
切
適
正
に
実

施
す
る
と
い
う
の
が
基
本
で
あ

る
。
そ
の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と

し
て
、
庄
原
市
の
政
策
を
加
え

て
い
る
。
県
の
補
助
対
象
と
な

ら
な
い
作
業
所
へ
通
所
さ
れ
る

方
へ
の
交
通
費
の
助
成
に
つ
い

て
、
従
来
、
公
共
交
通
機
関
費

用
の
２
分
の
１
だ
け
で
あ
っ
た

も
の
を
、
21
年
度
か
ら
自
家
用

車
等
に
も
拡
大
し
て
い
る
。
庄

原
市
の
単
独
助
成
が
毎
年
増
え

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、

最
終
的
に
は
、
現
場
の
事
業
所
、

作
業
所
と
市
職
員
の
熱
意
に
支

え
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
障
害
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
の
よ
り
一
層
の

理
解
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
他
の
調
査
事
項

●
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

●
保
育
所
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
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３日 議会運営委員会
５日 議会運営委員会
６日 議員全員協議会

議会広報委員会
10日 議会運営委員会

第５回市議会臨時会
総務財政常任委員会
教育民生常任委員会
産業建設常任委員会

20日 教育民生常任委員会
23日 議員全員協議会

産業建設常任委員会
25日 北部ブロック議員研修会
26日 教育民生常任委員会
30日 議会運営委員会

１～３日 産業建設常任委員会 行政視察
(青森市､ 青森県上北郡七戸町)

６日 議会運営委員会
第６回市議会定例会 初日
決算審査特別委員会
総務財政分科会

６日 教育民生分科会
産業建設分科会
正副主査会議

７日 総務財政分科会
教育民生分科会
産業建設分科会

８日 総務財政分科会
教育民生分科会
産業建設分科会

９日 教育民生分科会
教育民生常任委員会
産業建設分科会

10日 正副主査会議
14日 産業建設常任委員会
16日 議会運営委員会
28日 第６回市議会定例会 ２日目

教育民生常任委員会
総務財政常任委員会

29日 第６回市議会定例会 ３日目
30日 議会運営委員会

第６回市議会定例会 ４日目
産業建設常任委員会

１日 議会運営委員会
第６回市議会定例会 ５日目
決算審査特別委員会

５日 第６回市議会定例会 最終日
議会運営委員会
議会広報委員会
議員全員協議会

12日 教育民生調査会
19日 議会運営委員会
26日 議会運営委員会
28日 産業建設常任委員会 (所管事務調査)

  

  

   

  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  

ふれあい共同作業所くちわ



視
察
先

青
森
県
庁(
青
森
市)

視
察
目
的

青
森
県
の
農
業
の
現
状(
新
規
就

農
者
対
策
、
土
づ
く
り
施
策
の
推
進

か
ら
実
践
ま
で)

か
ら
、
庄
原
の
農

業
を
考
え
る
。

視
察
内
容

●｢

日
本
一
健
康
な
土
づ
く
り
推
進

プ
ラ
ン｣

の
概
要
と
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
説
明

を
受
け
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消
費
者
が
求
め
る
安
全
・
安
心
で

美
味
し
い
農
産
物
の
生
産
を
拡
大
す

る
た
め
、
青
森
県
内
の
す
べ
て
の
販

売
農
家
が
、
農
業
生
産
の
基
本
で
あ

る
健
康
な
土
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
を
め
ざ
し
、
県
、
市
町
村
、
農
業

団
体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
す

る
プ
ラ
ン
の
こ
と
。
攻
め
の
農
林
水

産
業
を
支
え
る
重
点
施
策
と
し
て
、

19
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
運

動
期
間
は
10
年
間
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

◆
青
森
県
で
は
、
生
産
か

ら
流
通
・
販
売
ま
で
を

結
び
つ
け
、
消
費
者
が

求
め
る
安
全
・
安
心
で

美
味
し
い
県
産
農
産
物

や
そ
の
加
工
品
を
生
産

し
、
強
力
に
売
り
込
ん

で
い
く
攻
め
の
農
林
水

産
業
を
展
開
し
て
い
る
。

◆
安
全
・
安
心
な
県
産
農

作
物
を
安
定
的
に
生
産
・

供
給
で
き
る
体
制
を
整

備
す
る
た
め
、
市
町
村
、
農
業
団

体
と
一
体
と
な
り
、
農
業
生
産
の

基
本
で
あ
る
健
康
な
土
づ
く
り
に

す
べ
て
の
農
業
者
が
取
り
組
む
こ

と
を
め
ざ
す
日
本
一
健
康
な
土
づ

く
り
運
動
を
強
力
に
展
開
し
て
い

る
。

◆
こ
の
運
動
を
通
じ
て
、
健
康
な
土

づ
く
り
を
推
進
し
、
こ
れ
を
基
本

と
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を

拡
大
し
て
い
く
た
め
の
基
本
方
向

と
推
進
施
策
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。

 
 
 
 

青
森
県
内
の
土
壌
は
、
土
の
栄
養

素
で
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
な
ど
の
養
分
の
割
合
を
示
す
塩

基
飽
和
度
で
み
る
と
、
適
正
値
を
超

え
る
地
域
や
、
下
回
る
地
域
な
ど
、

適
正
な
農
地
が
県
全
体
の
２
割
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
地
力
を
保
つ
た
め

に
は
、
堆
肥
な
ど
の
有
機
物
の
施
用

が
最
も
重
要
だ
が
、
全
般
的
に
不
足

し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

農
業
生
産
の
基
礎
と
な
る
健
康

な
土
づ
く
り
の
推
進

日
本
一
健
康
な
土
づ
く
り
運
動

を
全
県
的
に
展
開
し
、
土
壌
診
断

に
基
づ
く
土
づ
く
り
を
実
践
す
る

土
づ
く
り
フ
ァ
ー
マ
ー
を
育
成
し

て
、
将
来
と
も
に
持
続
可
能
な
土

づ
く
り
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

 

土
づ
く
り
を
基
本
と
し
た
環
境

に
や
さ
し
い
農
業
の
拡
大

農
業
者
の
技
術
や
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
、
環
境
へ
の
負
荷
を

低
減
す
る
生
産
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
、
健
康
な
土
づ
く
り
を

基
本
と
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
農

業
の
拡
大
を
図
る
。

 

消
費
者
等
の
信
頼
を
確
保
す
る

安
全
・
安
心
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

土
づ
く
り
フ
ァ
ー
マ
ー
が
生
産

し
た
農
産
物
を
、
お
客
様
か
ら
信

頼
さ
れ
、
納
得
し
て
選
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で

の
し
っ
か
り
管
理
し
た
安
全
・
安

心
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
青
森
県
で
は
、
土
づ
く
り
フ
ァ
ー

マ
ー
の
育
成
な
ど
数
値
目
標
を
明

ら
か
に
し
、
日
本
一
健
康
な
土
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
る
安
心
・

安
全
な
環
境
に
配
慮
し
た
農
産
物

を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
農
家
所
得
の

向
上
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
。

●
き
め
細
か
い
土
壌
分
析
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
農
地
土
壌
に
必
要
な

肥
料
分
を
処
方
で
き
る
仕
組
み
は

必
要
で
あ
る
。

そ
の
他
の
視
察
先
及
び
視
察
内
容

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

・
ト
マ
ト
栽
培
・
加
工
と
農
業
研
修

生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
道
の
駅
な
み
お
か
の
運
営
に
つ
い

て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

十
和
田
お
い
ら
せ
ミ
ネ
ラ
ル
野

菜
に
つ
い
て

旧
八
甲
田
農
協
ト
マ
ト
に
つ
い

て(

ト
マ
ト
栽
培
農
家
視
察)
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青森県庁にて

青森県の農業の概要
                     

                  

                 

                 

                 

                 

                 

      

                  

     

                 

9月1日
～3日
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市民の皆さんの声を議会に反映させるため､ 議員懇談会を５月22日から７月28日
まで､ 市内28会場 (自治振興区役員を中心とした市民､ 小中学校PTA､ 保育所保護
者等) で開催し､ 延べ473人の参加をいただきました｡
本年度初めて取り組むもので､ これまでの議会の改革の取り組み状況及びこれか

ら取り組むべき事項について説明し､ 市民の皆さんから議会に対する意見や質問を
伺いました｡
会場から寄せられました意見は議会運営委員会を経て議員全員協議会で対応を協

議し､ 今後の議会運営に生かしてまいります｡ 主な意見につきまして抜粋してお知
らせします｡

●主な意見
            

・定期的な議会懇談会 (報告会) の開催要望や､ 懇談会の開催方法・内容の検討な
ど｡

           

・議会活動について､ 市民にわかりにくい｡ 議会の監視機能､ 政策立案が不十分で
はないか｡
・議会の公開方法の工夫はできないか｡ 本会議における読み違え､ 引用ミスが多い
など｡

           

・同じ質問が多い､ 時間の無駄である｡ 一問一答方式による質問方法は進めてほし
い｡ 一般質問を聞いたがセレモニー的であるなど｡

         

・もっと全市を対象とした議員活動をすべきである｡ 議員の資質､ 役割､ 身分につ
いて､ 議員は研究・学習をしっかりするべきだなど｡

             

・常に勉強して活性化されたい｡ 議会改革の道しるべが議会基本条例である｡ 反問
権はより深まった議論が期待できるなど｡

               

・研修会を実施して議員の資質は高まったのか｡ 成果はあるのか｡ 議会はもっと研
究を深めること｡ 先進地域からもっと学ぶべきだなど｡

                           についても多くのご意見
をいただきましたが､ 議会アンケートでも同じご意見が多くありましたので､ 後ほ
ど紹介します｡ (19ページ問20をご覧ください｡)
また､ 行政への要望については､ 執行機関へ回付しています｡ なお､ 詳しい議会

懇談会の内容については､ 各自治振興区､ ＰＴＡ､ 保育所保護者会へ送付していま
す｡

ご協力いただきました皆様に感謝申し上げます｡
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市議会に関するアンケート調査の結果について
今回の ｢市議会に関するアンケート｣ は､ 市民にわかりやすく開かれた議会づくりにむけ
て､ 市民の皆様の議会に対する率直な意見・要望を把握し､ 今後の議会改革のための資料と
して活用するとともに､ 市民の皆様の意見を改革に反映することを目的として実施し､ 1,094
人 (回答率：36.5％) の方から回答をいただきました｡

          

●調査地域 庄原市内全域
●調査対象 20歳以上の市民 3,000人
●抽出方法 無作為抽出 (地域別､ 世代別)
●調査方法 郵送による無記名アンケート
●調査期間 平成22年７月30日(金)～８月13日(金)

問１ あなたの性別と年齢を教えてください｡
(男性：41.5％ 女性：43.8％ 記入なし：14.7％)

問２ あなたのお住まいについて教えてください｡
(庄原：46.9％ 西城：10.6％ 東城：21.8％ 高野：5.0％ 口和：5.6％ 比和：4.8％ 総領：
3.7％ 記入なし：1.6％)

問３ 市議会に関心がありますか｡

①関心がある：34%
②少し関心がある：34％
③あまり関心がない：23％
④関心がない：７％
記入なし：２％

問４ 問３で①～②を選ばれた方にお尋ねします｡ その理由を教えてください｡

①市民の代表である重要な会議だから：57％
②決算に関心がある：22％
③一般質問に関心がある：16%
④その他：２％
⑤記入なし：３％
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問５ 問３で③～④を選ばれた方にお尋ねします｡ その理由を教えてください｡

①興味がない：20％
②仕組みがわからない：29％
③期待していない：42％
④その他：３％
記入なし：６％

問６ しょうばら市議会だよりを読んでいますか｡

①どの記事も読む：27％
②関心のあるものだけ読む：55％
③ほとんど読まない：13％
④まったく読まない：２％
⑤知らない・見たことがない：１％
記入なし：２％

問７ 市議会の会議などを見たことがありますか｡

①議場で傍聴したことがある：９％
②インターネットで見たことがある：４％
③支所・公民館などのテレビで見たことがある：
10%
④見たことがない：73％
記入なし：４％

問８ 現在の議会をどのように評価しますか｡

①評価する：４％
②ある程度評価する：31％
③あまり評価しない：24％
④まったく評価しない：４％
⑤わからない：27％
記入なし：10％
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問９ あなたの意見や市民の声が議会に反映されていると思いますか｡

①意見が反映されている：10％
②意見が反映されていない：22％
③活動がわからない：31％
④市民との接点がない：22％
記入なし：15％

問10 議会報告会や議会懇談会は必要だと思いますか｡

①必要だ：61％
②必要ない：5％
③わからない：25％
記入なし：９％

問11 議会の改革は必要だと思いますか｡

①必要だ：54％
②必要ない：３％
③わからない：34％
記入なし：９％

問12 問11で①を選ばれた方にお尋ねします｡ 議会が改革に取り組む課題は何だと思い
ますか｡ (複数回答可)

①議会の審査機能の向上､ 政策提言機能の強化：
19%
②休日や､ 夜間など市民の傍聴しやすい議会：
10％
③市民の声が反映できる懇談会や意向調査：
25％
④インターネットなどの議会中継放送､ 録画の
充実：３％
⑤市議会のホームページの充実など情報公開：
７％
⑥議員数・報酬などの検討：28％
⑦その他：４％ 記入なし：４％
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問13 現在の議員定数は25人 (法律での上限26人) ですが､ 議員数についてどう思いま
すか｡
(①多いと思う：38％ ②少ないと思う：２％ ③今のままでよい：35％ ④わからない：
18％ 記入なし：７％)

問14 問13で①～②を選ばれた方にお尋ねします｡ 具体的な議員定数は何人だと思いま
すか｡ その理由をお書きください｡
(①26人：３％ ②24人：２％ ③22人：11％ ④20人：63％ ⑤その他：16％ 記入な
し：５％)

問15 市議会議員に毎月32万５千円の報酬が支給されていますが､ これについてどう思
いますか｡
(①適当だと思う：21％ ②多すぎると思う：51％ ③少なすぎると思う：１％ ④わから
ない：19％ 記入なし：８％)

問16 問15で②､ ③を選ばれた方にお尋ねします｡ あなたが思う議員報酬の支給額とそ
の理由をお書きください｡
(無報酬：22％ 25万円：22％ 20万円：14％ 30万円：11％ 27万円：８％ ５万円：
３% 10万円：２％ 28万円：２％ その他：11% 記入なし：５％)

問17 現在議会では､ 政策､ 考えが同じ会派を作っていますが､ これについてどう思い
ますか｡
(①必要である：23％ ②必要でない：32％ ③わからない：33％ 記入なし：12％)

問18 庄原市では現在支給されていませんが､ 議員や会派などが活動するために必要な
費用を支給する制度 (政務調査費制度)があります｡これについてどう思いますか｡
(①必要である：13％ ②必要でない：50％ ③わからない：26％ 記入なし：11％)

問19 問18で①を選ばれた方にお尋ねします｡ あなたが思う政務調査費の支給額とその
理由をお書きください｡
(無支給：49％ 5万円：９％ 10万円：６％ 20万円：４％ ３万円：３％ ２万円：３
％ １万円：３％ ５千円：３％ その他：７％ 記入なし：13％)

問20 市議会へのご意見､ 要望などがありましたらお書きください｡
○議会・議員に関するもの……活動が見えない｡ 開かれた議会｡ わかりやすい議会など｡
○議員定数に関するもの……定数を減らして他の予算を増額してほしい｡ 声が届かなくな
るので議員を増やしてほしいなど｡
○議員報酬に関するもの……市民のため毎日働くのであれば増額してもよい｡ 議会へ出席
する日に応じた日当制がよい｡ 財政難なので減額した方がよいなど｡
○政務調査費に関するもの……使途が不明瞭なため必要ない｡ 必要なものだけ支出すれば
よいなど｡
○会派に関するもの……議員は市民の代表であって､ 会派の組織人でないので必要ない｡
市民の思いを伝えることができるので必要であるなど｡
○議会懇談会・報告会に関するもの……定期的に実施してほしい｡ できるだけ多くの市民
の声を聞いてほしいなど｡
○議会広報に関するもの……紙面を増やして内容を充実してほしい｡ 専門用語が多く読み
にくい｡ 税金の無駄｡ 議論の内容など詳しく書いてほしいなど｡

問21 最後に､ あなたがふだん感じておられることについて､ ご自由にお書きください｡
問20と同様のご意見を多数いただいています｡ また､ 行政への要望については､ 執行機

関へ回付しています｡ なお､ 詳しい議会アンケートの内容については､ 各自治振興区､ ＰＴ
Ａ､ 保育所保護者会へ送付しています｡

ご協力いただきました皆様に感謝申し上げます｡
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11月29日 (月) 本会議

12月８日 (水) 本会議 (一般質問)

12月９日 (木) 本会議 (一般質問)

12月10日 (金) 本会議 (一般質問)

12月13日 (月) 本会議

12月16日 (木) 本会議

※予定のため､ 変更となる場合があります｡
詳しくは議会事務局 (TEL 0824-73-1162) へお
問い合わせください｡
本会議は､ いずれも午前10時からの予定です｡

半
世
紀
ぶ
り
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大
相
撲
庄
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所
、
こ
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夏
被
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方
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ま
し
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。
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
で
し
ょ
う
か
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早
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す
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し
、
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会
基
本
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し
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り
ま
す
。

今
後
、
議
会
報
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、
市

民
と
の
対
話
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重
ね
て
、
市
民
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意
思
を
代
表
す
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議
会
と
し
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、
市
議
会
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機
能
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実
、
発

展
を
さ
せ
、
住
み
や
す
い
庄
原

市
、
透
明
性
の
高
い
庄
原
市
を
、

議
員
は
先
頭
を
き
っ
て
、
市
民

が
主
役
の
市
政
を
実
現
い
た
し

ま
す
。

12
月
定
例
会
も
11
月
29
日
か

ら
12
月
16
日
ま
で
開
会
さ
れ
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
ご

示
唆
を
議
会
に
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
多
く
の
皆
様
の
傍
聴
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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８
月
25
日
、
安
芸
高
田
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
安
芸
高
田
市
議
会
、
三
次

市
議
会
、
庄
原
市
議
会
の
議
員
66
名
が
集
ま
り
、
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
の
研
修
会
に
は
、
講
師
と
し
て
、
湯 

英
彦
広
島
県
知
事
を
お
迎
え
し
、『

広

島
県
の
新
た
な
挑
戦』
と
題
し
て
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

湯 

知
事
は
、
広
島
県
の
底
力
を
引
き
出
す
た
め
に

 

人
づ
く
り
へ
の
挑
戦

 

新
た
な
経
済
成
長
へ
の
挑
戦

 

安
心
な
暮
ら
し
づ
く
り
へ
の
挑
戦

 

豊
か
な
地
域
づ
く
り
と
地
域
主
権
確
立
へ
の
挑
戦

 

行
政
運
営
刷
新
へ
の
挑
戦

以
上
、
５
つ
の
挑
戦
を
軸
に
暮
ら
し
の
安
心
、
地
域
の
活
力
に
向
け
て
、
全
速
力
で

様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
政
策
理
念
と
３
つ
の
視
座

(

県
民
起
点
・
現
場
主
義
・
成
果
主
義)

を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
成
果
主
義
に
関
し
て
は
、
役
所
と

い
う
と
こ
ろ
は
、
予
算
主
義
で
あ
り
、
予
算

を
立
て
た
ら
仕
事
が
終
わ
り
と
い
う
感
が
あ

る
が
、
民
間
は
予
算
主
義
で
は
な
く
、
決
算

主
義
で
あ
る
。
創
意
工
夫
を
し
て
、
よ
り
低

い
コ
ス
ト
で
、
同
じ
成
果
を
達
成
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
本
市
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
こ

と
で
、
予
算
審
査
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
決

算
審
査
に
つ
い
て
、
今
後
は
そ
う
い
う
視
点

で
見
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

湯 県知事の講演の様子
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